
R3（2021）年度実装体験によるステップアップ事業

シモダ産業株式会社
柏崎市松波2丁目6番43号
資本金：9,000万円 社員数：205名

産業廃棄物焼却設備の燃焼ガス温度を
下げるための噴霧水量管理強化（デジタル化）

課題 取組

すべてのノズルにデジタル表

示可能な流量計を取り付け、操

作室で常時監視する体制を整え

ることで、性能低下やトラブル

の未然防止、予防保全へとつな

げ、安定かつ安全な操業を可能

とする。

焼却により発生した高温ガス

は、減温水噴霧ノズルから水と

空気を混合させた二流体を吹付

けて急冷することでダイオキシ

ン類の発生を抑えているため、

水量の管理が非常に重要となっ

てくるが、供給される水量は現

場の流量計を目視により確認す

るだけであるため、異常な兆候

を事前に発見することが難しい。

導入機器

１ 噴霧ノズルの水量をデジタル観
測する機器

２ 水量を操作室で監視するシステ
ムの導入

導入結果

操作室で逐一確認できることで流量が低下した場合は、ノズルの清掃
や交換等のメンテナンスを行うなど、迅速な対応ができるようになった。
今後は、計測に影響するパラメータの調査を明らかにし、その後、ア

ラート機能やメンテナンス時期を通知するシステムを検討する。



R3（2021）年度実装体験によるステップアップ事業

プロスパー株式会社
柏崎市軽井川2028-6

資本金：2,000万円 社員数：23名

検査システム導入による、検査結果のデータ化
ペーパーレス化による、作業効率の向上

課題 取組

製造指示書をペーパーレス化

し、測定結果をデータで入力す

るソフトを導入することで作業

効率の向上を図りたい。また、

測定結果の合否判定も可能とす

るシステムを構築したい。

医療機器向けの製品生産にお

いて、現在、機械加工後の寸法

検査はすべて手書きにより記録

しており、製造指示書について

も同じく手書きにて作成してい

るが、作業効率は非常に悪い。

導入機器

１ 製造指示書をデジタル化するソ
フト

２ 測定結果をデータ転送するため
の機器

導入結果

製造指示書を作成するための検査表作成を容易にすることができた。
また、データで保存していることにより、過去データとの比較も容易と
なった。
今後はカメラにより自動測定や自動合否判定、ロボットを活用した検

査システムの導入について検討する。



R3（2021）年度実装体験によるステップアップ事業

中越工業株式会社
柏崎市松波2丁目5番29号
資本金：5,000万円 社員数：17名

現場作業に即した作業記録アプリによる
データ取得と検討

課題 目的

自社に必要な機能だけを備え

た作業時間記録アプリを開発し、

アプリ実装を試行することで、

事務作業者や現場作業者の手間

を解消したい。

※アプリの開発は新潟工科大学と連携して

行う。

製品の製作完了後、手作業で

実績時間を集計しているが、非

常に手間がかかっている。

市販されているシステムもあ

るが、不必要な機能が付加され

ており、高価であることから導

入へのハードルが高い。

導入機器

１ 現場から作業内容等の情報を送
信するための機器

２ 作業時間記録アプリのデータ保
管サーバ

導入結果

事務作業者及び現場作業者の手間を削減することができた。また、実
績時間についても1分単位のデータ取得が可能となり、精度がより高く
なった。
今後は作業内容を精査した上で不要な項目は削除し、必要である項目
は追加して作業の見える化を図りたい。


